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由利本荘市立矢島中学校

◇教 諭 伊 東 和 人 （由利本荘市立鳥海中学校へ転出）

◇教 諭 本 間 光 幸 （任期満了）

◇講 師 猪 股 大 寛 （にかほ市立象潟中学校へ転出）

◇主 事 佐 藤 孔 凌 （秋田県立西目高等学校へ転出）

◇校務員 茂 木 雪 絵 （由利本荘市立鳥海中学校へ転出）

◇学校司書 森 広 美 （由利本荘市立西目小学校へ転出）

転出職員より最後のご挨拶
２２日（土）、教職員の異動が新聞にて発表されました。本日の離任式では生徒と職員が互いにお

別れを惜しみ感謝の言葉を述べることができました。ご家庭にも、矢中だよりを通じて転任のあい
さつをさせていただきます。

昨年度から２年間お世話になりました。保護者の皆様や先生方のご協力、生徒の皆さんのがんばりと笑顔に支えられながら過ごした２年間でした。

修学旅行や宿泊研修、数学のコース別学習や生徒会執行部が企画した全校レクなど、どれもがいい思い出なりました。中でも矢島中学校にきて１番

の経験は初めて野球部の監督を務めたことです。不安でいっぱいの中、とにかくシートノックは打てるようにならないと！と思い、長くて重い赤い

ノックバットを振り始めた当時が懐かしいです。献身的に支えてくださった保護者の皆様と、平日休日問わずご指導いただいたコーチの皆様のおか

げで選手たちは成長し、大会で躍動してくれました。中学校関係者だけでなく、地域の方も応援に来てくださって、たくさんの方で埋まったスタン

ドの光景は忘れません。お世話になったすべての方々に感謝申し上げます。矢島中学校の益々のご活躍を心から願っています。

4年間大変お世話になりました。定年退職ですので、最後の4年という覚悟で勤務するつもりで赴任しましたが、なんとなんと初

めての経験が多いこと、多いこと。お陰様でとても新鮮な時間を過ごすことができました。科学の甲子園ジュニア全国大会にして

も、野球部監督としての総体での1勝にしても、半世紀部ぶりに着用した柔道着にしても、生徒の頑張りや導きがなければ経験で

きないことだらけで純粋で、素直な生徒たちに心から感謝です。そしてそれら生徒の活動の陰で、しっかりと万全なサポートして

くれた保護者の皆様の存在はとても頼もしく感じました。皆様のご支援あってこその貴重な経験でした。今後も矢中生の成長、活

躍、矢島中学校の益々の発展をお祈りいたします。本当にありがとうございました。

退職後、再任用という形で、３年間の勤務で大変お世話になりました。主に３年生、１年生（２回）の数学を担当しました。当

然、他の学年にも出向きましたが、みなさんといっしょに数学を楽しく勉強することができ、とてもうれしく思っています。この

３年間は、充実したものとなりました。そして、部活動では、卓球部を担当して、全県総体で優勝をすることができ、東北大会に

も出場したことも大切な思い出の一つです。この度、退職することになりますが、みなさんは矢島中学校の校訓「自主・敬愛」を

大切にしながら、一歩ずつ自分を高めていってください。保護者の皆様、たいへんお世話になりました。

初の勤務校で、初めは不安と緊張しかありませんでしたが、矢島の温かい地域の方々に支えられ、３年間安心し

て勤務することができました。運動会で走ったこと、進路シンポジウムで発表したこと、一生の思い出となると思

います。初任校が矢島中でよかったです。本当にお世話になりました。ありがとうございました。

母校である矢島中学校で勤務してきました。毎朝、明るいあいさつに元気をもらい、生徒の皆さんや先生方のお

かげで、とても充実した楽しい日々を送ることができました。２３年間、本当にお世話になりました。ありがとう

ございました。

４月から西目小で勤務します。個性あふれるみなさんと実に楽しく図書館で過ごすことができました。矢中生の

いいところをたくさん学ばせていただきました。３年間お世話になりました。ありがとうございました。

学校教育目標

「主体的に学び、心豊かにたくましく生きる生徒の育成」



事故のない春休みに
□ 事故の防止につとめる。

国道108号線では車がスピードを出して走るようになります。十分気を付けましょう。
□ 生徒だけでゲームセンター・コーナー、カラオケ店には行かない。保護者が同伴する。
□ 生活リズムを崩さない。

起床・就寝時間が大きく崩れないよう、ご指導ください。特に、夜更かしが習慣化すると、４月からの学校生活のス
タートが苦しく感じられます。

□ 法律で決められていることや、社会のルール・マナーを守る。
春らしくなり、開放的な気持ちから、「心の隙」ができないようにしましょう。飲酒・喫煙・万引き等、誘われても同調し
ない、地域の迷惑になるような行為はしないなど、正しい判断力をもって行動しましょう。

□ ゲーム機器、スマホ・タブレット端末等は、時間を守って使用する。
家族で時間等に関するルールを決め、ゲーム漬けにならないように気を付けましょう。
由利本荘市では、これらの端末の使用は夜９時までというルールです。

春休みの自転車使用について

(1) 春休み中の部活動で登校する際は、自転車を使用しない。登下校の自転車使用は、
４月７日から。(３月中は、降雪・凍結の日が予想されるため。休み中に点検も必要です。)

(2) ご家庭で自転車を使用する場合は、次の４原則を守る。
① 雪が降っている時
② 雪が積もっている時 は、自転車に乗らない。
③ 路面が凍っている時
④ ①～③の予報が出ている時 ※ ヘルメットの着用は努力義務です。

自転車点検・保険の加入のお願い

来年度からの「自転車通学許可願い」を、修了式に配布しております。希望者は、新年度のスター
トに申請してください。令和４年に「秋田県自転車条例」が施行され、自転車の利用には「自転車損
害賠償保険」等への加盟が義務化されました。お子様が自転車をお持ちのご家庭は、自転車通学の有
無に関わらず、任意で加入するようにしてください。

①自転車安全整備店で点検(有料)→ 整備・点検後、「赤or緑TSマーク」が発行されます。賠償・渉外
保険(１年保証)に自動的に加入したことになるので、改めて加入の必
要なし。

②保護者によるご家庭での点検 → 点検カード(本日配布)の項目を点検し、
任意で自転車保険に加入してください。


